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今、アフターコロナ・ウィズコロナ時代の自然共生と

持続可能な社会のありかたが問われています。

本シリーズでは、北海道民にとって身近な自然である

支笏湖に着目することで、

生物多榛|生と地勢の複雑な

ネットワークを基盤とする生態系が

もたらす″恩恵と脅威″、その″開発と

保全″、さらには″日常と非日常″の

視点を通し£て支笏湖の温故知新を図リ、

･様々なステ＝クホルダーとともに「生態系サービスが

やたらす持続可能な，

社会」について

考 える対話（卜｡ラン

スサイエンス）の

場を設けること に　｀

しました。
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特別シリーズ４回目は、

三次産業への生態系サービス

である観光に着目し、
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(オープンサイエンスパーク千歳 頷 湖デザインプロジェクト)
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休暇村支笏湖・支配人

支笏湖から考える
～生態系サービスがもたらす持続可能な社会～

第４回：情報科学が支える支笏湖観光
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北海道大学総合博物館3 階 北講義室(N308)
札幌市北区北10 条西8 丁目

支笏湖ビジターセンター
千歳市支笏湖温泉

午 後１時３０分 か ら 午 後３時３０分
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